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「畜犬登録システム導入事業」に関する提案審査評価要領 

 

１．目的 

 畜犬登録システム審査委員会（以下「委員会」という。）が実施する提案の審査評価

の基準及び評価に関する具体的事項を定めることを目的とする。 

 

２．審査区分及び評価について 

(1)審査区分及び評価基準 

審査区分及び評価基準は、別紙「機能要求一覧」のとおり。なお、審査区分の名

称の示す組織及び構成員は次のとおり。 

 「委員会」：委員会設置要綱第 3 条に規定する組織をいう。 

「実務職員」：委員会設置要綱第 5 条に規定する職務従事者をいう。 

 「事務局」：委員会設置要綱第 6 条に規定する庶務を担当する環境衛生課をいう。 

 

(2)評価方法 

 第一次審査（書類審査）は提案書の内容から対応不可項目が少ない上位４者を通

過者とする。ただし、参加資格要件の充足が前提条件とする。 

 第二次審査（デモンストレーション、プレゼンテーション）は機能審査、提案審

査、価格審査の３段階で評価する。機能審査及び提案審査での評価者、評価方法、

評価対象は以下のとおり。また、価格審査を除く各審査は評価加点方式とし、「３．

配点率について」に基づき最終評価点を導出する。 

 評価者 基礎評価者 評価方法 評価対象 

書類審査 委員会 事務局 

「様式 5 機能要件運用保守要

件確認書」（重要度◎）の対応

不可項目の少ない参加者４者

を選定する。 

応募書類及び提

案書 

機能審査 委員会 実務職員 
書類及びデモンストレーショ

ン 
機能 

提案審査 委員会 ― 
書類および 

プレゼンテーション 
提案内容 

価格審査  委員会 事務局 

提案審査評価要領「３．配点率

について」 に基づく価格点の

導出 

提案見積額 
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 (3)評価採点方法 

別紙「評価シート」により評価を行う。標準採点は「３点普通」の評価加点方式

とし、評価項目の内容を審査し、優劣により１～５点の範囲で採点する。評価項目

が無い場合は、０点とする。 

 

 (4) 評価できない項目の取扱について 

   評価シートの項目に評価できない項目があった場合は、公平性を保つため提案

全事業者同一で「３点」として採点する。 

 

 (5)評価者欠席時の取扱について 

公平性の観点から、評価者は全事業者を評価することを前提とし、業務上の都合

等により前提を満たさない場合は、欠席とし、持ち点は採点に加味しない。 

 

３．配点率について 

評価実施における配点率は次のとおりとする。価格点満点は提案上限額の10%とす

る。 

 比率 ※1 評価実施区分 

審
査
（ 

７
６
０
点
） 

Ａ．機能審査 

(380 点) 
約 50% 

実務職員の基礎評価を基にした、委員による機能評価点 

Ｂ．提案審査 

(230 点) 
約 30% 

委員による提案評価点 

C．価格審査 

（150 点） 
約 20% 

価格点 

導入費用 ＋ 保守費用（5４ヶ月＝６ヶ月+48 ヶ月） 

※2 

 

※1 比率は、機能審査、提案審査、価格審査、各々の内訳の比率群 

※2 提案上限額の合計との差額が 1,564,500 円（提案上限額合計×約 10％）の場合、価格点満

点（150 点）となる。価格1 点の重みは、10,430 円（提案上限額×約 10％÷150点） 

 

４．優先交渉権者及び次点交渉権者の選定方法 

選定方法は、「順位方式」を採用する。各委員は、提案、機能及び価格の各審査評価点

の合計点により順位付けを行う。その後、委員会は優先交渉権者及び次点交渉権者の選

定を以下のとおり行う。 

（１）審査の結果において、順位を第一位とした委員の数が最も多い事業者を優先交渉
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権者に選定する。また、順位を第一位とした委員の数が次に多い事業者を次点交渉

権者に選定する。 

（２）上記（１）の場合において、順位を第一位とした審査員の数が同数の事業者が二

者以上ある場合は、当該事業者の順位を第二位とした審査員の数が多い事業者を優

先交渉権者とする。 

 

（３）上記（２）の場合において、順位を第二位とした審査員の数が同数の事業者が二

者以上ある場合は、当該事業者の順位を第一位とした審査員の当該事業者に係る採

点の合計点が最も多い事業者を優先交渉権者とする。 

但し、合計点においてもなお同点となる場合は、委員会にて協議を行い判断するも

のとする。 

 

５．応募者が４者以上ある場合の審査評価 

応募者が４者以上ある場合は、事務局にて以下のとおり一次審査を実施のうえ４者程

度を選定する。 

なお一次審査を行った場合は、選定後速やかに全応募者に通知するものとする。 

（１）機能要件書におけるパッケージ標準機能の割合を点数化し、点数の高い４者程度

を一次審査通過事業者として選定する。 

 

（２）上記（１）により決定が出来ない場合は、無償カスタマイズの割合を点数化し、

点数の高い事業者を一次審査通過事業者とする。 

 

（３）上記（２）においてもなお同点となる場合は、事務局にて価格審査を実施し、評

価の高い事業者を一次審査通過事業者とする。なお、価格審査の基準は「３．配点率

について」を準用する。 


